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インターネットを通じてヒトとモノ、モノとモノがつながるシステムである「モノのインターネット（IoT）」

が注目されています。IoT社会の実現には人体に装着可能なウェアラブルエレクトロニクス技術が不可欠であり、

そのカギを握るのはフレキシブルセンサです。しかし、年間で一兆個のセンサが生産される「トリリオンセン

サ」社会を迎え、電力供給は深刻な問題となっています。そこで、圧電性高分子を用いたピエゾセンサや、摩擦

帯電による環境発電など電力供給が不要な「無電源センサ」が注目されています。しかし、電圧発生は瞬間的で、

身体の動きのようなゆっくりとした動作の測定には不向きでした。

イオン液体（室温で液体状態の塩）を柔らかく伸縮性を示す高分子に含ませた「イオンゲル」の両面に、導電性

高分子PEDOT:PSSを塗布するだけで、フレキシブルセンサを作製しました。曲げるだけで数ミリボルトの電圧を

発生することから、無電源フレキシブルセンサとして使用可能です（図１）。

有機エレクトロニクスが拓くIoT社会
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ピエゾイオン効果を用いたフレキシブルセンサは、イオンの移動による分極を直接電圧として出力するため、電

源や増幅器は不要

3D印刷やインクジェット印刷によるフレキシブルセンサのオンデマンド成形や大面積化が可能

●応用・活用例
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底センサを用いた歩行センシング等

スマホやゲーム機、バーチャルリアリティの触覚フィードバック（ハプティクス）技術に代表されるヒューマン
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図１ 曲げると電圧を発生するフレキシブルセンサ
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電圧発生のメカニズムは「ピエゾイ

オン効果」と呼ばれ、一般的な圧電

現象とは全く異なります。プラスイ

オンとマイナスイオンの動きやすさ

に差があり、ゲルを曲げるとイオン

の分布が偏る（分極する）ことで電

圧が発生します。金属電極等に比べ

導電性高分子PEDOT:PSSは柔軟性に

優れ、センサの大変形が容易なだけ

でなく、高い電圧を発生可能です。

フレキシブルセンサは、安全・安心

なIoT社会を加速するキーテクノロ

ジーとして期待されています。


